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北極域観測と大気圏・電離圏モデリングによる極域超高層大気研究
Studies of the upper atmosphere in the arctic region from observations and numerical sim-
ulations
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極域超高層大気 (熱圏・電離圏領域)は、太陽からの X 線・紫外線に加えて磁気圏からのエネルギー流入によって常に
激しく変動している (オーロラ現象はこのエネルギー流入を可視化したものである)。また、近年では、下層大気に起源を
持つ様々な変動によって、超高層大気が複雑に変動している様子が観測、数値シミュレーションから明らかとなってい
る。例えば、成層圏突然昇温時に、中間圏・下部熱圏での温度減少・増大が知られるようになった。このとき、電離圏電
子密度変動にも、変調された大気潮汐波によって通常とは異なる変動成分が現れることがわかってきた。更に、現在の環
境問題の中心的話題となっている地球温暖化に関連し、超高層大気が温暖化ではなく寒冷化に進んでいるという考え方
が一般的となっている。人工衛星による超高層大気の質量密度観測によれば、質量密度の経年変化は (寒冷化による大気
収縮の結果)減少傾向を示しているほか、中緯度帯にて夜光雲が目視されるようになった事実も中間圏の温度減少を示唆
している。このように、極域超高層大気は磁気圏 (または、地球近傍の宇宙空間)、下層大気領域と強く結びついた領域で
ある。ここでのエネルギー的・力学的・化学的な領域間結合過程を明らかにすることは大気科学の新たな扉を開くと同時
に、環境問題へ新たな視点を与え、また宇宙利用といった人類の活動に対しても重要な役割を果たすものと考えられる。
本発表では、特に北極域での超高層大気研究に際し、長年にわたって開発・整備されてきたレーダー・光学機器によ

る観測や、近年大きく進展している数値モデルを用いた総合研究の取り組み、成果の一例を紹介する。
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